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１．はじめに 
本研究では、計画段階及び事業実

施段階において想定される、河川事

業にともなうインパクトに対するレ

スポンス（以下ＩＲという）を科学

的に予測することを目的とする。そ

のため、いくつかの異なるインパク

トを対象とし、このインパクトに対

するレスポンスを予測する手法の高

度化を検討している。 

平成 11 年度から平成 14 年度まで

の 4年間を Stage1 として、ＩＲの考

え方の普及や各地方整備局等で行っ

ている事業を基に、環境に対する影

響を予測する手法やその評価方法に

ついての研究を行った。これらの研

究は各々の地方整備局等が事業を対

象にＩＲの方法を実践したことから事例研究と呼んでいる。平成 15 年度から平成 17 年度ま

でを Stage2 として、特定のインパクトに対する定量的な分析手法の確立を目指すため、各地

方整備局等が個別に行ってきた事例研究の中から共通する事象を整理し、3 つの個別課題を

とりあげて研究を行った。また、平成 16、17 年度には、河川の物理環境データを数量化する

ことを目的として、河川環境調査から得られる環境データの収集・整理・解析の方法につい

て研究し、今年度より 3 ヶ年間、Stage3 として「河川事業におけるインパクト－レスポンス

の分析及び河川の物理的指標を活用した河川環境評価手法に関する研究」とし検討を進める。 

本研究では、全国の河川で測定されている様々なデータをもとに解析を行い、今後の河川

事業における環境影響分析手法の高度化と事業の円滑な進捗に向けて検討を行っている（図

－１）。 

 

２．事例研究 
 事例研究では、インパクトを 6 つに整理し、事業の進捗状況に応じて、それぞれの地方整

備局等が河道特性の変化や河川へ生息する生物へ及ぼす影響を予測している。表－1 に実施

している事例研究を示す。この事例研究では、事業の進捗状況に応じて、インパクトに対す

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ インパクトレスポンス（IR）研究の変遷 
- IR 研究は H11 年度から始まり、H14 年度までで Stage1、H17 年

度までで Stage2 を終了．H18 年度より新たに Stage3 の検討段階
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るレスポンスの予測、検証、モニタリングを実施し、環境影響分析において今後重点的に解

決すべき課題の発掘や分析手法の高度化を図っている。なお、事例研究では進捗状況により、

新たな知見が得られた場合に報告を行うこととしている。 

 

３．個別研究 
３．１ 河川環境調査法開発の背景 

日本における河川環境の整理は、河川水辺の国勢調査や河川環境情報図、河川総括図等で

まとめられている。しかしながら、それらの結果を数量的に表すといった整理は、世界から

みると大きく遅れをとっている。そこで本研究では、先進国の例について調査を進め、特に

イギリスで開発された調査法である RHS（River Habitat Survey）を参考にしつつ、日本に

おける適用について検討を進めることとした。 

 

３．２ 河川環境調査方法（日本版 RHS（仮））について 

RHS は、ある河川での物理的特性と生物的特性を調査するため、調査シートに書かれたチ

ェック項目を元に、500m 区間での各種条件を記入する。調査時間は１つの調査区間あたり最

短で約 40 分程度であり、得られた項目について整理し、河川の特性を表現する。これらを参

考に本研究では、試行的に調査シートを作成し、河川水辺の国勢調査、航空写真、地形図、

現地調査から実際にデータを作成した。 

１）日本版 RHS（仮）作業の概要 

本研究では、平成 16 年度より、先進国で実施されている河川環境調査・評価について内容

検討を行い、特に RHS を参考に、日本での適用について検討を進めている。RHS の利点は、

河道内と高水敷に関する物理特性をデータとして抽出し、定量的に分析するための体系的な

枠組が備わっている点にある。また RHS は、河川環境を構造的側面から評価することが期待

できる。 

RHS は、あらかじめシートに記載のある項目を調査により埋めることで、結果的に河川に

おける分布状況、希少性、典型性の把握が可能となる。データの収集は定型的であり、１つ

の調査区間の範囲は、河道縦断方向に長さ 500m の区間を標準とする。調査時間も短く、調査

者が対象区間の物理特性を調査するのに要する時間は、1 つの調査区間あたり最短で約 40 分

程度である。本研究では、これらを参考に、表－2 に示した河川及び区間を対象に、試行的

に日本版 RHS（仮）の適用を行い、本手法の問題点の抽出と改良を行っている。次に、日本

版 RHS（仮）の概要を示す。 

日本版 RHS（仮）は、400m から 500m を１つの調査区間とした。これは、日本における直轄

管理区間にける定期横断測量が 200m あるいは 500m ごとに実施されている点を考慮したため

である。 

表－1 インパクトの種類と事業の進捗状況からみた事例研究の位置づけ 

現況把握・分析 計画
事前調査

（インパクト前）
事業実施中

事後調査
（インパクト後）

中国（斐伊川・神戸川） ○ ○
北海道（永山新川（牛朱別川）） ○ ○ ○ ●

近畿（淀川） ○ ○ ○
北陸（早出川） ○ ○ ○ ●
東北（砂鉄川） ○ ○ ○ ●

中国（斐伊川・神戸川） ○ ○
九州（加勢川） ○ ○ ○

土砂バイパス 中部（三峰川） ●
近畿（淀川） ○ ○ ○ ●

関東（多摩川）*1 ○ ○ ● ●
四国（四万十川）※ － － － － ●（樹林伐採）

四国（四万十川）*2 ●

中部（三峰川）*2 ●

*1 多摩川は今後予定されている事業を対象として整理している。

*2 四万十川および三峰川は、高水敷化、樹林化した現在のレスポンス状況をインパクトに置き換え、その分析にIRの考え方を用いている。

※四万十川（高水敷切り下げ）は、2005.3に高水敷の樹木伐採及び高水敷切り下げを試験的に実施しており、現在はモニタリング中なので、事後調査の欄に記入している。

●：検討中（2005.9現在)　○：検討終了

高水敷切り下げ

事業の進捗状況
主

要
イ

ン
パ

ク
ト

の
種

類

流量・水位の変化

ショートカット

低水路拡幅

高水敷化、樹林化等*
（レスポンスの分析）
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調査は3枚の調査シートから構成

され、主に机上で検討する「流域調

査シート」、現地で 400m または 500m

ごとに記載する「概観調査シート」、

現地で 50m ごとに記載する「詳細調

査シート」からなる。図－2 に調査

区間及び横断測線区間の概観、表－

2 にシート毎の調査項目を示す。 

まず、上述の 3枚の調査シートを

埋めデータの取得を行う。次に、デ

ータを集計し、それぞれの項目の分

布状況、希少性、典型性の確認を行

うことが可能となる。また、項目ご

との組み合わせから、河川構造の関

連性の有無といった解析も行える。

なお、本研究では、これらのシート

を Microsoft Access(R)によって作

成し、データベース化を行っている。 

また、本研究では汎用性の高い

Microsoft Excel Macro(VBA)を利用

し、自動的に作図処理できるプログ

ラムを作成した。本プログラムは、

短時間で自動的にデータを処理で

きるため、データさえあれば、迅速

に河川の特徴をグラフで表すこと

ができ、全国的に比較することが容

易となる。これにより、3 枚のシー

トにある項目のうち、数値で表され

るものについては、区間ごとの類似

性や異質性を簡易なグラフから直

観的に判断できる。また、ここでと

りあげた調査項目以外にも、特定の

項目（例えば、鳥の飛来頻度などの

生物データ）との関係を簡易に比較

できるような枠を設けるなど、自由

度の高い構成となっている。 

図－３に場の定義図を、図－４に

は実際に使用した調査シートを示

す。 

調査区間

横断測線区間

50m間隔に設定

　400mの場合　8ヶ所

　500mの場合10ヶ所

400m又は　500mごとに設定

河川総括図  
図－２ RHS の概観 

－調査区間は、定期横断測量を考慮し、400m（200m×2）又は 500m

と設定する。横断測線区間の中でシート③の項目事項について調査

を行う。－ 

表－２ 使用シート、調査項目と対象 

とするスケールの関係 
使用シート 調査項目 その他

Ⅰ．流域の概要

Ⅱ．調査区間の基礎資料

　　A：セグメントの概要

　　B：調査区間の概要

Ⅲ．調査区間の概観調査結果

　　C：河川形態と横断形状

　　D：瀬・淵の状況

　　E：多様な生息場・特殊な環境

　　Ｆ：人工物の状況

Ⅲ．河川の横断調査

　　G：高水敷の利用

　　H：河岸の状況

　　I：水際の状況

　　J：中州の状況

　　K：流路内

　　L：植生タイプ

　　M：外来種

流域調査シート
（基礎調査）

流域の基礎
情報の記載

概観調査シート
（縦断調査）

詳細調査シート
（横断調査）

横断測線区
間内の特徴
的な状況の
調査の記載
50mごとに調
査の記載

定期横断測
線間隔200m
の２倍か、
500mを基準
とし調査の
記載
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図－３ 調査項目中の場の定義 

－横断模式図は、平面模式図中の A-B 横断線について示している。－ 

 

   
         シート①              シート② 

図－４ 調査シート（Microsoft Access(R)） 
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２）Micrsoft Excel(R)による図化処理ソフトの作成と解析 

１）で記入されたシートを整理するため、自動的に作図処理できるプログラムによりグラ

フ化を行った（図－5）。プログラムの概要は以下のとおりである。 

【河川現況調査のまとめ】 

Microsoft Access(R)で作成されたテーブル（データ）を読込み、図化処理を自動的に行う

プログラムとなっている。短時間で自動的に処理できるため、データさえあれば、迅速に河

川の特徴をグラフで表せ、全国的に比較することが容易となる。 

【物理因子との比較】 

50m 区間ごとに出現した物理因子を 500m（又は 500m）ごとに整理し、ある特定の物理因子

（5 つの物理因子について検討可能）の類似性や異質性を簡易なグラフから直観的に判断で

きるプログラムとなっている。また、物理因子同士以外にも、特定の因子（例えば、鳥の飛

来頻度）と物理因子との関係を簡易に操作するため自由枠を設けている。 

 

 

３．３ 対象とする河川の概要と検討例 

 表－3 に対象とする河川の区間と概要を示す。セグメント１（河床勾配：１／６０～１／

４００）で４河川、セグメント２（河床勾配：１／４００～１／５０００）で７河川、セグ

メント３（河床勾配：１／５０００～）で４河川が対象となった。現段階では河川数が少な

いが、各セグメントの典型性についてデータの整理を行った。 

49

49 49

幅 300
高さ 200
縦の間隔 50
横の間隔 100

Graph Paramenters

河川現況調査のまとめ河川現況調査のまとめ

ACCESSテーブルを読むACCESSテーブルを読む

データ読込・図作成データ読込・図作成

データ再読込データ再読込

物理因子との比較物理因子との比較

データの読込と構成データの読込と構成

なし 000-00
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図－５ 図化処理ソフトの操作画面 
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４．結果と考察 

４．１ 早瀬の数（概観調査シート） 

 図－6 に概観調査シートから各セグメントの早瀬の数の違いを示す。セグメント１の早瀬

の数が多く、セグメント３で最も少ないという結果となった。平均をみるとセグメント１で

は、１ｋｍあたりに３個の早瀬が存在するという結果となった。 

  

４．２ 高水敷の利用（詳細調査シート） 

 図－7 に詳細調査シートから各セグメントの高水敷の利用割合の違いを示す。セグメント

１・２の双方で草地の割合が高かった。また、セグメント１では、樹林の割合が多く（30％）、

セグメント２では、水田（10％）、グランド等（10％）の利用が多い結果となった。それぞれ

のセグメントは、景観を表しており、セグメント１の上流域では自然林が多いことを示して

おり、人為の影響が少ないことに対し、セグメント２の中流域では、生活のための人為の影

響が大きいことが考えられる。 

 

４．３ 水際の状況（詳細調査シート） 

 図－8 に詳細調査シートから各セグメントの水際の状況割合の違いを示す。 

 河岸と同一とは、河岸の前に砂州がない状況を示すものである。セグメント１では 60％、

セグメント２では 40%が河岸全面に砂州を形成していた。また、砂州がある場合、セグメン

ト１では砂州で裸地の割合が高く、逆にセグメント２では、砂州で植物が生育している割合

が高い。 

表－3 個別研究(日本版 RHS（仮）)対象河川一覧 

セグメント
河川名

2.7～47.6 － －

－ 88.0～91.6 －

－ 14.0～19.5 1.5～13.5

2.6～16.6 -0.2～2.2 －

22.8～30.8 3.6～22.4 0.0～3.2

－ － -2.0～6.8

－ 137.2～140.2 －

－ 0.0～13.2 －

5.2～6.8 4.0～4.8 0.0～3.6

札内川

雄物川

久慈川

手取川

3

RHS実施区間（km）

本明川

1 2

九頭竜川

庄内川

江の川

四万十川
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ｾｸﾞﾒﾝﾄ１ ｾｸﾞﾒﾝﾄ２ ｾｸﾞﾒﾝﾄ３  
図－6 早瀬の数 
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５．おわりに 
 本研究は、平成 11 年度より計画段階及び事業実施段階において想定される、河川事業にと

もなうＩＲを科学的に予測することを目的として行ってきた。その内容は、ＩＲの考え方の

普及、事例研究及びそのモニタリング、特定のインパクトに対する定量的な分析手法の確立、

河川の物理環境データの収集・整理・解析の方法（RHS 研究）について多岐にわたる。個別

研究においては、①インパクト→②河川特性、物理・化学環境→③生息・生育場→④生物群

集のそれぞれの過程での関連性についてモニタリングを通じて解明していく。RHS 研究にお

いては、直轄９河川のデータ収集、データ整理・解析ソフトを作成し、各セグメントの特性

を明らかにして行く。 

平成 18 年度より Stage3 に入り、Stage1、Stage2 で検討してきた事例研究は引き続き継続

してゆくとともに、日本版 RHS（仮）の研究の全国展開を行う予定としている。今後は、河

川環境調査から得られる環境データの整理・解析の方法について研究を進め、河川環境を客

観的・定量的な手法により表す評価法を検討していく。 
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図－7 高水敷の利用 
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